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 わたしたち動物の行為の事実として，同一の目的を達成する行為は，使用する身体部位

において、身体各部が組み合わせられていく過程において、また行為が環境内に具現する

その経路において見せる多様性を見せる．このような行為の特性は「柔軟性」と呼ばれる．

20 世紀末になって，発達心理学者の E.J. Gibson は柔軟性の問題を現代の心理学が取り組む

べき最重要課題のひとつとして挙げた．その背景には，現代の心理学において依然として

根強いデカルトに起源をもつ機械論的なアプローチが，固定的な行動パターンには還元で

きない非機械的な特性である柔軟性と本質的に相容れないものであり，その意味において，

柔軟性の検討が，現代の心理学研究に対して重大な問題を提起するという認識があった．

本論文はこの柔軟性の問題，すなわち「一定の目的を，変異を伴いつつも達成する行為は
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どのようにかたちづくられているのか」という問題に対して，従来の理解を補う実証的知

見をもたらすことを目的とするものである． 

 心理学においては，柔軟性の扱いは断片的で，個々の実験パラダイムの小さな枠組の中

で語られることが常である．第一章では，心理学研究の流れの中で柔軟性の問題に言及し

た二つの領域，運動発達研究と問題解決研究における代表的な成果を辿っていった結果，

「行為の発達および学習は動作の画一化へと向かうのではなく，目的達成の安定化のもと

での手段および動作の多様化へと向かう」という共通する柔軟性の事実と問題が提示され

ていること，しかしその一方で同種の事実に対する異なる解釈が存在することが示された． 

 柔軟性の問題に関連するこれらの研究の共通の参照点となっている発達心理学者Piaget

の理論では，環境への適応を促進する調整の獲得として柔軟性の発達が包括的に扱われる．

Piagetの理論においては，外的対象に向かう行為が注目され，シェマと呼ばれる感覚運動的

概念に包摂される外的対象の価値が，目標物との関係において“障害物”，“仲介物”といった

異なる価値を帯びる可変性をもつことが，目的に異なる手段を用いる行為の柔軟性の獲得

の背景にあるとされた．換言すると，Piagetの理論においては，外部の物や対象を同化して

いる感覚運動シェマという要素が，多様に組み合わされることが柔軟性をもたらすと説明

された． 

 心理学における仲介物を用いる問題解決行動の発達研究は，Piagetの理論を前提として，

乳児がどのように二つの物を扱う行為を組み合わせるかという問題を設定し，検証する実
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験を繰り返してきた．しかし，こうした実験からは，行為の柔軟性が複数の物を扱う行為

要素の関係づけに還元できるのかという，実験の前提に関わる問題については言及できな

い．柔軟性の問題を根本から問うためには，まず一旦，環境と行為を簡略化する実験状況

から離れて，前提をおかずに現実世界で生起する生きた日常行為の柔軟性をあらためて直

に観察しなおす必要がある． 

 第一章の問題提起を受け，第二章の「乳児のブロック集めの観察」では，柔軟性の獲得

としばしば結びつけて論じられてきた複数の物を扱う行為について，一歳代の乳児の日常

生活場面で自発的に生起した場面を抜き出して検討した．二つの物を関係づけるという実

験パラダイムを離れ，日常生活において，乳児が複数のブロックを容器へと様々な仕方で

集める場面を詳細に観察，記述した結果，ひとつの物，対象といった離散的な単位よりも

むしろ，さまざまなレベルにおける環境の配置が行為を制約しており，行為にとって利用

価値をもっているという事実が浮かび上がってきた．この事実は，感覚運動概念に包摂さ

れている対象を関係付けることで柔軟性が生じるという Piaget による解釈の枠組みにはお

さまりきらないものだった．観察した乳児のブロック収集場面においては，容器の平らな

フタを構成する表面の配置から，複数の対象がなす配置にいたるまで，環境の配置はさま

ざまなレベルで乳児の行為に機会，および制約を与えていた．行為を制約する環境は明確

な区切りをもつものではなく，複数の対象および表面が織りなす多層的な関係であった．

一方で，配置を利用する行為もまた，離散的な動作からなるのではなく，複数の機能を遂
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行する行為が互いを可能にするような相補的な結びつきを見せていた．新たな柔軟性の事

実が見出される一方で，第二章では複数の物の配置換えに伴う環境の変化を反映するダイ

ナミックな行為の柔軟な組織がいかにして可能なのかという問題も浮上した． 

 第三章の「配置を変形する行為－画家によるデッサンのダイナミクス」は，第二章で浮

上した問題を背景としている．複数の物を扱う行為のように，周囲の物の配置を変化させ

る行為は，常に周囲の環境の変化に直面しており，変化する環境のもたらす制約の探索に

よって，後続の行為が常に変化する環境の中で柔軟に調整されなければならないことを意

味する．わたしたちの行為が常にこうした周囲の変化に晒されていることを考慮すると，

柔軟性のダイナミクスの側面の検討は，日常行為の柔軟性を理解するためには不可欠なも

のである．第三章では，習慣的にデッサンを行っている二人の画家の描画行為を検討対象

とし，ビデオ観察では記述することが難しい身体運動の時間変化のパターンを３次元モー

ションキャプチャーシステムによって計測し，非線形時系列解析などの手法を用いた検討

を行った．描画行為の間，モチーフと画面は画家の左右前方に配置され，描画の間一定の

配置関係にあった．一方で，描画の進行とともに画面は変化し，画面が与える描画行為へ

の制約の変化に応じて，画家が二つの表面（モチーフと画面）を見る方法は柔軟に変化し

ていった．二人の画家に共通して，白紙の画面に向かう序盤の時間帯では，鉛筆を持つ右

手が動きつつも，頭部と体幹の位置変動は小さく保たれており，頭部が早く周期的に転回

することで左右に配置されたモチーフと画面が交互に固視されることで，鉛筆をもつ手の
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運動を画面に記録することとモチーフの視覚的な探索の共起が可能となっていた．対照的

に，画面が完成に近づいた時点では，画面と頭部の距離が長く取られ，頭部の周期的な転

回が見られなくなり，画家はしばしば鉛筆を止め，頭部，体幹，鉛筆をもつ右手を一斉に

画面から離して左右のモチーフと画面が見られていた．また，特に冒頭の場面において，

視覚的探索と描画操作を組織化する画家の行為の背景には，鉛筆をもった手の動きと頭部

の動きを吸収するような非機械的な体幹運動のダイナミクスの存在が示唆され，運動協調

のダイナミクスも，画面の変化を反映しつつ変化していたことが示された． 

 第四章の総括論議では，行為が埋め込まれた環境の記述に関する問題が考察されている．

本稿の二つの実証研究では，柔軟性の観察事実を捉えるために，個々の物や各部位の動作

といった離散的な行為要素とその組み合わせという記述単位に代えて，行為に制約をもた

らすものとしての環境の複数の物や表面が織り成す関係としての配置という，行為が埋め

込まれた場面の全体的な構造をとらえることのできる記述単位が必要となった．運動学に

おけるダイナミカルシステムズアプローチのように動作の組織そのものを問題とするので

はなく，周囲に存在する何に対して行為が調整されているのかということに視点を繋留し

た結果，本研究では，行為の問題が，行為を制約し，行為に利用される環境の適切な記述

単位とは何かという問題へと収束していった．環境の記述が行為研究の問題となることは，

柔軟性の問題に関連する現代の研究が広く見過ごしてきたことである．この点について，

動物の知覚の問題を環境の記述の問題へと帰着させた知覚心理学者Gibsonによる環境の記
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述と本研究との関連について言及しつつ考察している． 

 第四章ではまた，環境の配置という単位を通して記述された，既存の知見を補う柔軟性

の事実について考察がなされている．本研究で観察された柔軟な行為では，乳児や画家が

利用している環境，および達成している目的が，その時々において一つだけではなかった．

たとえば，乳児はブロックを拾うと同時に，頭部を立てて周囲を見回し，容器のフタにブ

ロックを載せ，フタをお盆にように用いてブロックを容器に運ぶとともに，次なるブロッ

クとフタと身体の間に目的達成を可能にする関係を探索していた．それぞれの機能は，互

いを阻害しない形で結びついており，一方は他方を可能にしていると同時に，またその逆

も成り立つような関係であった．また，乳児においても画家においても，行為はさまざま

な配置が与える制約と機会を反映していた．環境の配置の制約の中で，このように相補的

に結びつく行為の組織は，手持ちのシェマを手段，目的といった形で一方向的に関係づけ

るシェマの協応という図式では捉えられない．本研究では，行為が埋め込まれた環境の配

置の記述を通して，物や動作を切り取って「複数の物を扱う行為要素の関係づけ」を検討

する実験設定からは捉えることのできない，「環境の配置の制約の中で生起する行為群の相

補的な結びつき」という柔軟性の事実が浮上した．本稿で示された事実は，従来の行為研

究の統制実験からは言及できなかった柔軟性の側面であり，柔軟性という特性が，環境の

さまざまな配置がもたらす多様な機会や制約と，これらの制約を反映する入れ子になった

行為が相補的に結びつくことに伴って生じる特性であることを示唆するものだった． 


